
            

11 月９日（土）校内音楽会 
       時間 ９：３５～１１：２５ 
       場所 下忍小体育館 
     ※上履き・ビニール袋をお持ちください。 
 
 

11 月 1 日（金）授業公開 
5 時間目１３：５０～１４：３５ 

 
※近くなりましたらホームペ
ージに授業の一覧を掲載
します。 

 
 

 
「信じ」「待ち」「許す」ことの大切さ～心を込めた親の愛～ 

校 長  宮 野 和 幸 
 

「実りの秋」も概ね順調に進み、いよいよ明日からは１０月に入ります。  

本校では、１０月の下旬から、「教育相談日」を設定し、学校と保護者間における必要な
情報交換をもとに、子ども達の健全な成長を願う話し合いをもつことを目的とした「保護
者面談」を実施いたします。限られた時間ではありますが、家庭と学校の双方にとって、
ぜひ有効となる面談にしていただければと思います。  

さて、教育相談の観点から考えてみると、日頃からの「子育て」については、親として
の教育方針や、大切にしたい価値観等、きっとそれぞれにお考えがあると思います。  

そもそも、子どもは「手がかかる存在」です。そして、子育てには、時間もエネルギー
もかかります。例えば大人なら、ほんの数秒で済んでしまう「靴を履く」ということ一つ
をとってみても、自分でやりたがる幼い子どもの場合、時には数分かかったりします。そ
んな時、「早くしなさい！」と言わずに、じっくり待ってあげるのはかなりの忍耐力を要し
ます。また、この様な場合、親が子どもを常に急がせたり、先回りしてすべてをやってし
まったりすると、子どもの何かを習得しようという意欲や、自分の力で何かを達成する機
会を奪ってしまうことにもつながります。つまり、親側に「心のゆとり」がなければ、子
どもを「じっと見守り、待ってあげる」ということは大変辛いものになるという訳です。  

 しかし、子どもが成長していくためには、この「親の待つ姿勢」はとても大切です。  

この「親の待つ姿勢」の大切さについて、作家や大学教授等で活躍しているメンタリス
トの DaiGo 氏は自身の著書の中で以下の様な内容を述べています。  

もうひとつ、「やってあげる」側の人の失敗例をご紹介しましょう。  

「過保護な親」も、「やってあげる」側の人間です。もちろん、大好きな子どもに危な

いことはさせたくない。子どもが失敗しそうになったら助けてあげたい。これはどんな

親にも共通する思いなので、その気持ち自体が「過保護だから問題だ」とは言いません。 

ですが、本当に子どもを監視して、子どもの行動にあれこれ口を出し、そのうえ手ま

で出したりするのは間違いです。彼らはそれを「子どものためにしていることだ」と思

っていますが、とんでもありません。尽くすことは、度を超すと強烈な「干渉」になり

ます。そして、何も自分で獲得した記憶のない子どもは、自分に自信をもつことができ

なくなります。自信がないと自分で何も選べなくなり、親に依存するようになります。

成長した子どもは、「自分は親のせいでこんなふうになってしまった」と怒るでしょう。 

結局のところ過保護に育てたせいで子どもの未来も親子関係もダメにしてしまうので

す。                『なぜかまわりに助けられる人の心理術』より  

「躾（しつけ）」という言葉をイメージすると、この言葉の意味である「礼儀作法を、子
どもに教え込むこと」とすぐに考える人がいるかもしれません。また、「良かれ」と思って
やってあげていることが、実は子どもにとっては、マイナス面につながってしまうことも
あるかもしれません。子育ては決して簡単なものではありません。子育てで大切な事は、
心にゆとりをもち、子どもに十分な愛情を注ぎ、時間をかけてバランスよく育むことです。  

「信じ、待ち、許す」という、親としての心を込めた、いっぱいの愛をもって・・・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□10 月からの給食費の変更について 

4,100 円→4,500 円に変わります。口座引き落としの額がこれまでより 400 円

多くなりますのでご注意ください。（参照：4 月 23 日付の案内文書） 

□校地内（校舎裏）の駐車場の利用について 

校地内では、入って左手の民家側に駐車する際は、本校では「前向き駐車」を徹底

しております。放課後や休みの日に利用する際も、「前向き駐車」にご協力ください

ますようお願いします。駐車場が狭いですので、もし駐車が難しい場合は「曙機械

様駐車場」をご利用ください。 

□朝の送迎をする際について 

朝、都合により車で送迎する場合は、必ず「曙機械様駐車場」内で乗り降りをして

いただけますようお願いします。道路での乗降は通行の妨げとなり、通行者にも危

険を及ぼしかねません。ご理解ご協力の程よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年９月３０日発行 
                                

 
 
 
◎教育目標（目指す子ども像）                         鴻巣市鎌塚１０番地 
「進んで学ぶ子」「思いやりのある子」「元気でがんばる子」   ℡ 548-2300 

鴻巣市立下忍小学校 

 
埼玉県では、毎年、４年生・５年生・６年生を対象に「国語」と「算数」の学

力テストを行っています。このテストを毎年実施することで、下忍小学校の県内

での学力レベルや学力の伸びが分かります。 

【令和元年度 調査結果について】 
〇４年生の国語は、正答率が全体的に県平均より低く、これからの伸びが期待さ

れます。算数では、どの領域の問題でも正答率が県平均より上です。算数の基礎

基本はしっかりできています。国語では、音読み・訓読みや文法など、言葉のル

ールについての学習に取り組み、言葉の使い方に関する知識をつけましょう。 

〇５年生の国語は、県平均と同等の正答率でした。算数では「図形」の問題のみ、

県の平均正答率より下になりました。国語の「読むこと」は他の領域に比べて得

意なようです。日頃から読書に親しみ、さらに力を伸ばしましょう。図形の学習

は、円や正方形などの簡単な図形の性質、平行や垂直など直線の関係、展開図な

ど多岐にわたりますが、じっくりと取り組みましょう。 

〇６年生の国語は、県平均と同等の正答率でした。算数では、どの領域の問題で

も正答率が県平均より上です。国語では、「話すこと・聞くこと・書くこと」で

少し正答率が低くなりました。句読点の位置や表現方法など、文の意味が明確に

なるように推敲をすることが大切です。算数は、とてもよく頑張りました。これ

からも学習内容の理解を積み重ね、着実に学力を高めていきましょう。 

 

お願い 


